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１．網走市消費者相談室 

  

網走市では、消費生活における問合せ及び苦情に対し速やかに対応し、適切な指

導・助言を行うために消費者安全法に基づく消費生活センターとして消費者相談室

を設置しています。 

相談業務は、網走消費者協会へ業務を委託して消費者相談を行っています。 

日常生活用品の購入にあたってのご相談、商品の消費過程での苦情、多重債務、

オレオレ詐欺等、消費生活に関するトラブルなどについて電話または相談室への来

室により対応しています。 

 

（１）所 在 地 〒093-0035 網走市駒場南 1丁目 4-1 ふれあい活動センター内 

 

（２）電話番号 （０１５２）４４－７０７６ 

 

（３）受付時間 月曜日～金曜日（祝祭日、１２月２９日～１月３日を除く） 

        午前１０時～午後４時 

※ 受付時間外は消費者ホットライン「１８８」（イヤヤ）で相談を

受付けています。詳細は資料 P26 参照 

 

（４）相談受付業務 

  ○商品の量目・価格・品質・表示・安全等に関すること 

  ○商品の販売方法や購入契約などに関すること 

  ○商品の購入や商品知識を得るための相談・問合せ 

  ○その他、日常の消費生活にかかわる相談・問合せ 

    ※ 業者間または個人間の契約トラブルは、受付けておりません。 

 

（５）相談室案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網走市消費者相談室 
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２．相談件数の概要 

（１）相談件数の推移（平成 25～令和 4年度） 

  相談件数は、160 件で、対前年度比 116.8％の増となっています。 

  相談内容を商品とサービス（役務）に分けると、商品の方が多い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）消費者相談受付金額（平成 25～令和 4年度） 

  相談受付金額は、相談件数と比例して平成25年度をピークに減少してきており、

相談件数１件あたりの受付金額も減少してきています。 

（単位：円） 

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

109,451,813 28,568,989 27,369,094 43,504,087 13,167,911 

平成 30 年度 平成 31 年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

37,879,492 22,755,879 15,022,587 8,628,471 35,304.599 
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（３）相談者性別 

  女性の割合が高い傾向にありましたが、ほぼ男女ほぼ同数になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）相談者所在地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】平成 25～令和 4年度 相談者所在地別 

R22 年度  84 件（56％） 

R32 年度  78 件（57％） 

R42 年度  77 件（48％） 

 

 

R22 年度 119 件 

R32 年度 125 件 

R42 年度 150 件 

 

R22 年度 28 件 

R32 年度 11 件 

R42 年度 10 件 

 

R22 年度  3 件 

R32 年度  1 件 

R42 年度  0 件 

 

 

R22 年度 65 件（43％） 

R32 年度 58 件（42％） 

R42 年度 81 件（51％） 

 

R22 年度 1 件（1％） 

R32 年度 1 件（1％） 

R42 年度 2 件（1％） 
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（５）相談者年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

①若年層（未成年者・20 代）の相談 

令和 4年度の未成年における相談件数は 1件、20 代における若年層の相談件

数は 13 件で全相談件数の 8.2％であり、対前年度比では 6 件増加しています。 

男女別では、女性が42.9％、男性が57.1％で男性の割合が多くなっています。 

職業別では、給与生活者が 6 件（42.9％）、学生が 5 件（35.7％）となって

います。※その他 3件は職業不明。 

商品・役務別では、サプリメントの定期購入、情報商材など多岐に渡ってい

ます。なお、最年少は 15 歳の契約者からの相談（サプリメントに関する定期

購入）がありました。 

 

②30 代から 50 代の相談 

    30 代から 50 代の相談件数は、56 件で全体の 35.4％を占め、前年度比では

10 件減少しています。 

    男女別では、女性が 46.4％、男性の 53.6％となり、男性の割合が多くなっ

ています。 

    職業別では、給与生活者が 18 件と 32.1％を占めています。 

    商品・役務別では、Wi-Fi や携帯電話サービス等の運輸・通信サービスの相

談が 9件で最も多く、相談件数の 16.1％を占めています。 
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  ③高齢者層（60 代以上）の相談 

    高齢者層（60 代以上）の相談件数は、65 件で全体の 41.1％を占めています

が、前年度比では 6件の増加となっています。 

    男女別では、女性 75.4％、男性 53.8％となっています。 

商品役務別では、化粧品などの保健衛生品が 14 件（21.5％）、光回線や携帯

電話サービスなどの運輸・通信サービスの相談が 14 件（21.5％）と同数で最

も多くなっています。 
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（６）商品・サービス（役務）別件数 

○商品別件数 

  商品別件数では、「商品一般」、「保健衛生品」、「教養娯楽品」の相談が多い状況

です。 

  「商品一般」の相談の大半は、架空請求封書やメールによるものです。 

  サービス別件数では、インターネット関連を含む「運輸・通信サービス」の相談

が突出して多く、次に、金融商品に関する「教養・娯楽サービス」と続きます。 

 

【表－１】商品別件数 

 項 目 R3 R4 対前年度比 

商 

品 

商品一般 13 16 123.1％ 

食料品 19 10 52.6％ 

住居品 9 6 66.7％ 

光熱水品 5 2 40.0％ 

被服品 13 8 61.5％ 

保健衛生品 10 25 250.0％ 

教養娯楽品 4 12 300.0％ 

車両・乗り物 4 5 125.0％ 

土地・建物・設備 9 11 122.2％ 

他の商品 1 1 100.0％ 

商品計 87 96 110.3％ 

 

【表－２】サービス（役務）別件数 

 項 目 R3 R4 対前年度比 

サ
ー
ビ
ス
（
役
務
） 

役務一般 0 2 0.0％ 

金融・保険サービス 16 9 56.3％ 

運輸・通信サービス 19 25 131.6％ 

教育サービス 0 0 0.0％ 

教養・娯楽サービス 5 11 220.0％ 

保健・福祉サービス 4 5 125.0％ 

他の役務 5 3 60.0％ 

内職・副業・ねずみ講 1 1 100.0％ 

他の行政サービス 0 0 0.0％ 

他の相談 0 8 0.0％ 

サービス（役務）計 50 64 116.8％ 
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【表－３】令和 4年度 相談者年代別商品・サービス（役務）件数 

50 代から 60 代にかけて「保健衛生品」についての定期購入に関する相談が多く

なっています。 

順位 10 代 件数 20 代 件数 30 代 件数 

1 
食料品 

（サプリメント） 
1 

教養・娯楽サービス 

（アダルトサイト他） 
3 

教養・娯楽サービス 

（アダルトサイト他） 
3 

2   
商品一般  

（不審なメール他） 
2 

土地・建物・設備 

（水漏れ補償他） 
2 

3   住居品、被服品 他 1 食料品、被服品 他 1 

4       

5       

順位 40 代 件数 50 代 件数 60 代 件数 

1 
商品一般 

（フリマサービス 他） 
2 

保健衛生品 

（化粧品 他） 
6 

保健衛生品 

（化粧品 他） 
10 

2 
住居品 

（家具 他） 
2 

被服品 

（ジャンパー 他） 
4 

商品一般 

（不審なメール他） 
4 

3 
役務一般 

（旅行会員権 他） 
2 

運輸・通信サービス 

（携帯電話サービス 他） 
4 

運輸・通信サービス 

（光回線 他） 
3 

4 食料品、保健衛生品 他 1 
金融・保険サービス 

（生命保険 他） 
3 

教養娯楽品 

（新聞 他） 
2 

5   
教養・娯楽サービス 

（パソコン教室 他） 
3 

土地・建物・設備 

（賃貸 他） 
2 

順位 70 代 件数 80 代以上 件数 その他・不明 件数 

1 
運輸・通信サービス

（携帯電話サービス 他） 
9 

商品一般 

（不審なメール 他） 
2 

食料品 

（海鮮、肉 他） 
3 

2 
教養娯楽品 

（カメラ・絵画 他） 
6 

保健衛生品 

（化粧品 他） 
2 

保健衛生品 

（化粧品 他） 
3 

3 
商品一般 

（不審な小包 他） 
2 

運輸・通信サービス 

（テレビ放送受信料 他） 
1 

商品一般 

（不審なメール 他） 
2 

4 
保健衛生品 

（化粧品 他） 
2 食料品、教養娯楽品 他 1 

被服品 

（Tシャツ 他） 
2 

5 
車両・乗り物 

（自転車 他） 
2   

車両・乗り物 

（大型トラック 他） 
2 
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（７）主な特徴 

・高齢者（契約当事者が 60 歳以上）の相談 

高齢者の相談件数  R3 年 59 件 ⇒ R4 年 65 件（前年度比 110.2％増） 

平均契約金額    高齢者相談 37 千円／相談全体 512 千円 

【図－７】高齢者相談年度別推移（平成 25～令和 4年度） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商品・役務別分類でみると、化粧品や配置薬などを含む「保健衛生品」、携帯電話

サービスや光回線を含む「運輸・通信サービス」に関する相談が同率で最多です。次

いで「教養娯楽品」「商品一般」となっています。 

【表－５】高齢者相談の商品・役務分類 上位７位 

 R4年度高齢者 

 商品・サービス名 件数 主な相談内容 

1 保健衛生品 14 化粧品・配置薬など 

1 運輸・通信サービス 14 携帯電話サービス・光回線など 

3 教養娯楽品 9 カメラ・新聞・絵画・楽器など 

4 商品一般 8 不審なメールや請求など 

5 他の相談 5 生活問題など 

6 土地・建物・設備 4 賃貸アパート・土地の境界など 

7 食料品 3 健康食品・海産物など 

7 金融・保険サービス 3 終身保険・クレジットカードの請求など 

9 車両・乗り物 2 自転車など 

  

 



 

9 

 

R3 年度高齢者 

 商品・サービス名 件数 主な相談内容 

1 食料品 10 サプリメント・健康食品・海産物など 

2 運輸・通信サービス 8 携帯電話料金・光回線など 

3 商品一般 7 架空請求・不審なメールなど 

3 被服品 7 着物、アウター、婦人下着など 

5 保健衛生品 6 化粧品、美容液など 

6 住居品 5 布団、炊飯器、電気工事など 

7 光熱水品 3 灯油、電気など 

7 金融・保険サービス 3 リボ払い、フリーローンなど 

7 保健・福祉サービス 3 入院費用、老人ホームなど 

（８）年度別相談概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H30 H31 R2 R3 R4

174 161 150 137 160

男性 74 61 65 58 81

女性 100 96 84 78 77

その他・不明 0 4 1 1 2

20歳未満 1 0 5 0 1

20歳代 8 9 4 7 13

30歳代 14 12 18 11 14

40歳代 20 32 23 17 13

50歳代 36 15 24 18 29

60歳代 31 27 21 26 26

70歳以上 44 33 28 33 39

その他・不明 20 33 27 25 25

給与生活者 51 38 34 19 32

自営・自由業 14 13 13 8 20

家事従事者 5 5 3 3 2

学生 1 2 4 3 5

無職 30 35 27 17 31

団体 0 3 1 1 2

その他・不明 73 65 68 86 68

市内 155 150 119 125 150

市外 18 11 28 11 10

その他・不明 1 0 3 1 0

1万円未満 9 18 25 20 22

5万円未満 11 19 20 19 22

10万円未満 4 5 5 3 9

50万円未満 14 9 18 10 6

100万円未満 3 2 1 3 3

500万円未満 5 3 2 2 5

1千万円未満 3 2 1 0 1

5千万円未満 0 0 0 0 1

1億円未満 0 0 0 0 0

１億円以上 0 0 0 0 0

その他・不明 125 103 78 80 91

合計金額 37,879,492 22,755,879 15,022,587 8,628,471 35,304,599

平均金額 217,698 141,340 100,150 151,377 220,654

契
約
・
購
入
金
額

項目

相談件数

契
約
当
事
者

性
別

年
齢
別

職
業
別

所
在
地
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商品一般 43 26 21 13 16

食料品 10 13 16 19 10

住居品 8 7 5 9 6

光熱水品 12 5 2 5 2

被服品 2 3 10 13 8

保健衛生品 5 17 18 10 25

教養娯楽品 8 7 11 4 12

車両・乗り物 9 4 8 4 5

土地・建物・設備 8 8 3 9 11

他の商品 0 1 0 1 1

商品計 105 91 94 87 96

クリーニング 0 0 0 0 0

レンタル・リース・賃借 0 0 0 0 0

工事・建築・加工 0 0 0 0 0

修理・補修 0 0 0 0 0

管理・保管 0 0 0 0 0

役務一般 3 0 0 0 2

金融・保険サービス 11 8 11 16 9

運輸・通信サービス 37 37 33 19 25

教育サービス 1 0 0 0 0

教養・娯楽サービス 6 5 3 5 11

保健・福祉サービス 2 11 1 4 5

他の役務 2 6 4 5 3

内職・副業・ねずみ講 1 1 0 1 1

他の行政サービス 0 2 2 0 0

役務計 63 70 54 50 56

他の相談 6 0 2 0 8

総計 174 161 150 137 160

商
品
大
分
類
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３．消費者教育・啓発 

（１）消費者講座の開催（まちづくり宅配トーク） 

   当市では、町内会、高齢者団体等のグループに合わせて消費生活上の問題につ

いて「賢い消費者になろう」というテーマで悪徳商法やクーリング・オフ制度な

どの基礎知識等について消費者講座を随時開催しています。 

   令和３年度は、中学校の授業で消費者教育が必修となったことから、市内の中

学校２校から申し込みがあり、成年年齢引き下げに関する啓発やエシカル消費に

ついての講座を実施しました。 

  【開催実績】 

 

  

 

 

 【申込方法】 

○ 何人かでグループを作って（原則５人以上）開催希望の２週間前までにお

申し込みください 

     【申込先】網走市企画調整課広報広聴係 

ＴＥＬ：０１５２－４４－６１１１（内線２１７） 

 

  網走消費者協会でも消費者啓発事業として「出前移動講座」を行っております。 

  【申込方法】 

○ お電話等にてお申し込みください。 

     【申込先】網走消費者協会 

      ＴＥＬ：０１５２－４４－７０７６ 

 

（２）消費者月間の啓発活動（悪質商法被害防止等） 

   全国的なイベントである毎年５月の「消費者月間」では、令和３年度のテーマ

を「“消費”で築く新しい日常」として掲げ、当市においても市役所内でパネル

展を開催しました。なお、例年実施している市内スーパーでの街頭啓発活動は新

型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止となりました。 

  

 【パネル展】 

   日 時 令和４年４月２８日（木）～３１日（火） 

   場 所 網走市役所 ピロティ 

   内 容 消費者協会の活動について 等 

  

  

平成27年度 平成28年度 平成 29～ 

令和 2年度 

令和 3年度 令和 4年度 

２件 １件 ０件 ２件 ０件 
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（３）第 39 回みんなの生活展の開催 

   日  時 令和４年１０月２３日(日) 

   会  場 北コミュニティセンター  

   内  容 環境・食品等の消費者意識の高揚を図りました。 

   来場者数 ３０９名  

※前回令和２年度はリユース展・環境展と同日開催であったが、単独開催とし 

て実施。 

（４）くらしの出前講座（消費者教育） 

   期  間 令和４年１１月４日（金）～令和５年２月２０日（月） 

   場  所 高齢者ふれあいの家 等 

   講  師 網走市消費者相談室 相談員３名が交代で担当 

   テ ー マ 多様化する消費者被害 ～騙されないためのポイントを学ぼう～ 

   回  数 ９回 

   参加者数 延べ１６３名 

（５）みんぐる・くらしの出前講座（食育講座） 

期  間 令和４年１０月６日（木）～令和５年２月２７日（月） 

   場  所 駒場住民センター・向陽ヶ丘住民センター 

   回  数 １２回 

   参 加 者 延べ７２名 

（６）「網走市ホームページ」による啓発 

   悪質商法や特殊詐欺のさまざまな手口などを掲載し、啓発に務めています。 

 市役所職員を騙る還付金詐欺の予兆電話にご注意を！！ 

 新型コロナウイルス感染症に関連した悪質商法にご注意を！ 

 特殊詐欺啓発ラジオＣＭ動画（YouTube） 

 消費生活啓発ラジオ番組（YouTube） 

（７）啓発資材の配布（資料参照） 

 民生委員児童委員連盟網走市支部を通じて啓発チラシや訪問販売お断

りシールを配布。 
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（８）「訪問販売お断り」ステッカーについて 

   北海道消費生活条例では、このステッカーを玄関等に貼ると、消費者の断りの

意思表示とみなし、訪問販売業者が訪問し勧誘することを禁止しています。 

   「訪問販売お断り」ステッカーを貼って、悪質な訪問業者から身を守りましょ

う。ステッカーを貼っても再勧誘を受けた場合は、消費者相談室等にご相談くだ

さい。 
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４．消費者支援 

（１）消費者団体や消費者運動の支援 

 【網走消費者協会】 

   消費知識の啓発、普及するとともに生産・販売業者との意見交流を行い互いに

学び合い、消費者の利益と擁護に努め、消費生活の安定向上を図るために活動し

ています。 

  ○協会の主な活動 

   啓発事業 「消費者月間」でのパネル展や街頭啓発、「みんなの生活展」を開

催し、訪問販売お断りステッカーを配布し啓発するとともに相談室

の周知を行っています。 

   教育事業 くらしに役立つ様々な情報を提供する料理講習会や講座の開催、施

設見学（１回）などを実施しています。 

   相談業務 網走市の消費者の苦情相談やあっせんなどを行い、また、相談員の

レベルアップのために各種研修に参加しています。 

 

 【網走市消費者被害防止ネットワーク会議】 

 巧妙化する悪質商法等の被害から市民を守るために、日常的な情報収集を行い、

加えて得られた情報を市民や関係団体に伝達することにより、消費者被害を防止

することを目的に関係団体のネットワークを設置しています。 

○令和４年度の主な活動 

広報あばしりに隔月程度の頻度で、啓発記事を掲載しています。 

Ｒ４年５月号  還付金に関する電話にご注意ください！ 

Ｒ４年７月号 「老人ホームの入居権」の話が出たら一度電話を切って相 

談！ 

Ｒ４年９月号  ちょっと待って！その注文、定期購入になっていません 

か？ 

Ｒ４年１１月号 クレジットカードの利用明細や電子メールの内容、確認し

ていますか？ 

Ｒ５年１月号 実在の事業者を装う偽ＳＭＳにご注意を！ 

Ｒ５年３月号 その定期購入、どう解約しますか？ 
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５．地方消費者行政推進補助金活用状況 

（円） 

年度 ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ事業 教育・啓発 合計 

Ｈ２１ 10,000 300,000 310,000 

Ｈ２２ 10,000 300,000 310,000 

Ｈ２３ 10,000 300,000 310,000 

Ｈ２４ 238,440 申請なし 238,440 

Ｈ２５ 434,000 316,701 434,000 

Ｈ２６ 511,400 申請なし 511,400 

Ｈ２７ 476,000 1,194,680 1,670,680 

Ｈ２８ 476,000 1,543,659 2,019,659 

Ｈ２９ 459,580 849,369 1,308,949 

Ｈ３０ 399,202 1,466,411 1,865,613 

Ｈ３１（Ｒ元） 331,820 1,945,694 2,277,514 

Ｒ２ 118,940 1,600,310 1,719,250 

Ｒ３ 160,000 1,340,921 1,500,921 

Ｒ４ 303,000 1,033,248 1,336,248 

 合計 15,812,674 

 

１．相談員レベルアップ事業（研修参加支援） 

▼【平成２１年度実績】･･･補助金額 １０，０００円 

 ＰＩＯ-ＮＥＴ２０１０操作研修会（管理者編） 

主 催 北海道 

期 間 平成２２年２月２３日 

場 所 札幌市 

経 費 １２，８００円（１名参加） 

▼【平成２２年度実績】･･･補助金額 １０，０００円 

 北海道消費生活条例改正に係る研修会 

主 催 北海道 

期 間 平成２２年１０月８日 

場 所 紋別市 

経 費 ７，２００円（３名参加） 

▼【平成２３年度実績】･･･補助金額 １０，０００円 

 平成２３年度第４回消費者行政等支援セミナー 

主 催 社団法人 北海道消費者協会 

期 間 平成２４年２月２１日、２２日 

場 所 札幌市 

経 費 ５１，８４０円（１名参加） 
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▼【平成２４年度実績】･･･補助金額 ２３８，４４０円 

 （１）平成２４年度消費生活リーダー養成講座 

主 催 社団法人 北海道消費者協会 

期 間 平成２４年７月２３日～８月３日 

           ８月２０日～８月３１日 

           ９月２４日～１０月５日 

場 所 札幌市 

経 費 ２００，０００円（１名参加） 

（２）平成２４年度消費生活相談員研修 Ｄラーニングコース 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２５年１月１５～１６日 

場 所 札幌市 

経 費 ３８，４４０円（１名参加） 

▼【平成２５年度実績】･･･補助金額 ４３４，０００円 

 （１）消費生活相談員基礎講座実務コース 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２５年７月２２日～７月２６日 

場 所 東京都 

経 費 １４８，６６０円（１名参加） 

（２）消費生活リーダー養成講座 

主 催 一般社団法人北海道消費者協会 

期 間 平成２５年７月２２日～８月２日 

         ８月１９日～８月３０日 

         ９月３０日～１０月１１日 

場 所 札幌市 

経 費 ２００，０００円（１名参加） 

 （３）第１回消費者行政等支援セミナー 

主 催 一般社団法人北海道消費者協会 

期 間 平成２５年９月６日 

場 所 札幌市 

経 費 ３９，２４０円（１名参加） 

（４）消費生活相談員研修 専門講座 地域コース 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２５年９月１９日～２０日 

場 所 札幌市 

経 費 ４０，９４０円（１名参加） 
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 （５）消費者教育に携わる講師養成講座基礎コース 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２５年１０月２３日～２５日 

場 所 東京都 

経 費 ８２，５６０円（１名参加） 

▼【平成２６年度実績】･･･補助金額 ５１１，４００円 

 （１）第１回消費者行政等支援セミナー 

主 催 （一社）北海道消費者協会 

期 間 平成２６年７月１４日 

場 所 札幌市 

経 費 １２６，１８０円（１名参加） 

（２）消費生活専門相談員資格認定試験対策講座 

主 催 （公社）全国消費生活相談員協会 

期 間 平成２６年７月１９日～２1日 

場 所 札幌市 

経 費 ７９，１９０円（１名参加） 

 （３）消費生活相談員研修 専門講座 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２６年９月１８日～１９日 

場 所 千葉県千葉市 

経 費 ７４，６１０円（１名参加） 

 （４）消費生活相談に関わる判例研修会 

主 催 （公社）全国消費生活相談員協会 

期 間 平成２６年１０月１８日 

場 所 旭川市 

経 費 １８，３４０円（１名参加） 

 （５）第２回消費者行政等支援セミナー 

主 催 （一社）北海道消費者協会 

期 間 平成２６年１０月３０日 

場 所 札幌市 

経 費 ７８，７２０円（１名参加） 

 （６）消費生活相談員専門講座地域コース 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２６年１１月１３日～１４日 

場 所 札幌市 

経 費 ５６，９６０円（１名参加） 
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▼【平成２７年度実績】･･･補助金額 ４７６，０００円 

 （１）消費者行政等支援セミナー（全道初任者研修） 

主 催 （一社）北海道消費者協会 

期 間 平成２７年５月２１日 

場 所 札幌市 

経 費 ４０，３８０円（１名参加） 

（２）消費生活相談員研修 専門・事例講座（契約トラブル） 

主 催 独立行政法人国民生活センター 

期 間 平成２７年６月２４日～２６日 

場 所 神奈川県相模原市 

経 費 ７１，８７０円（１名参加） 

 （３）PIO-NET2015操作研修 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２７年９月３日 

場 所 札幌市 

経 費 ４２，３８０円（１名参加） 

 （４）消費生活相談員研修 専門・事例講座（インターネット・スマートフォン） 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２７年９月７日～９日 

場 所 神奈川県相模原市 

経 費 ７１，８７０円（１名参加） 

（５）第４回消費生活相談実務研修 

主 催 （一社）北海道消費者協会 

期 間 平成２７年９月２８日 

場 所 札幌市 

経 費 ４０，３８０円（１名参加） 

 （６）消費生活相談実務研修 

主 催 （一社）北海道消費者協会 

期 間 平成２７年１０月２６日～２７日 

場 所 札幌市 

経 費 ５４，２８０円（１名参加） 

（７）通信講座 消費生活スタディスクーリング 

主 催 （一社）北海道消費者協会 

期 間 平成２７年１０月２８日～２９日 

場 所 札幌市 

経 費 ５２，２８０円（１名参加） 
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（８）消費生活相談実務研修 

主 催 （一社）北海道消費者協会 

期 間 平成２７年１１月１６日～１７日 

場 所 札幌市 

経 費 １０２，５６０円（１名参加） 

▼【平成２８年度実績】･･･補助金額 ４７６，０００円 

 （１）消費生活相談員専門・事例講座～決裁手段をめぐる消費者トラブル～ 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２８年６月１４日～１６日 

場 所 神奈川県相模原市 

経 費 ８８，９２０円（１名参加） 

（２）消費生活相談員等スキルアップ研修 

主 催 （公社）全国消費生活相談員協会 

期 間 平成２８年７月９日～１０日 

場 所 札幌市 

経 費 ６５，４６０円（１名参加） 

 （３）消費生活相談員等スキルアップ研修 

主 催 （公社）全国消費生活相談員協会 

期 間 平成２８年７月２３日～２４日 

場 所 旭川市 

経 費 ４３，９４０円（１名参加） 

 （４）通信講座 消費生活スタディスクーリング 

主 催 （一社）北海道消費者協会 

期 間 平成２８年１０月２７日～２８日 

場 所 札幌市 

経 費 ５３，３６０円（１名参加） 

（５）消費者教育コーディネーター研修会 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２８年１１月２１日～２２日 

場 所 神奈川県相模原市 

経 費 ８４，１２０円（１名参加） 

 （６）民間賃貸住宅の賃貸借関係をめぐるトラブル相談対応研修会 

    インターネット関連消費者力アップセミナー 

主 催 （公社）全国消費生活相談員協会 

期 間 平成２９年１月２０日～２２日 

場 所 江別市・札幌市 

経 費 ５６，０８０円（１名参加） 
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（７）消費者生活相談員研修専門・事例講座 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２９年２月２日～３日 

場 所 神奈川県相模原市 

経 費 ８４，１２０円（１名参加） 

▼【平成２９年度実績】･･･補助金額 ４５９，５８０円 

 （１）消費生活相談員専門・事例講座～決裁手段をめぐる消費者トラブル～ 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２９年６月１４日～１６日 

場 所 神奈川県相模原市 

経 費 ７５，０００円（１名参加） 

（２）消費行政職員研修 PIO-NETデータ活用セミナー 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２９年８月３１日～９月１日 

場 所 神奈川県相模原市 

経 費 ７５，０００円（１名参加） 

 （３）地方消費者行政担い手育成事業（第１回全道研修） 

主 催 （一社）北海道消費者協会 

期 間 平成２９年９月１１日 

場 所 札幌市 

経 費 ３１，８２０円（１名参加） 

 （４）消費生活相談員研修専門講座・地域コース 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２９年９月２８日～２９日 

場 所 札幌市 

経 費 ３２，３００円（１名参加） 

（５）地方消費者行政担い手育成事業（第２回全道研修） 

主 催 （一社）北海道消費者協会 

期 間 平成２９年１１月２８日 

場 所 札幌市 

経 費 ３１，８２０円（１名参加） 

 （６）消費生活相談員専門・事例講座～対応困難相談者への消費生活相談対応～ 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２９年１２月１１日～１２日 

場 所 神奈川県相模原市 

経 費 ７５，０００円（１名参加） 
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（７）消費生活相談員専門・事例講座～特定商取引法を中心とした契約トラブル～ 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２９年１２月１３日～１５日 

場 所 神奈川県相模原市 

経 費 ７５，０００円（１名参加） 

（８）民間賃貸住宅の賃貸借関係をめぐるトラブル相談対応研修会 

主 催 （株）社会空間研究所 

期 間 平成３０年１月２６日 

場 所 札幌市 

経 費 ３１，８２０円（１名参加） 

（９）第３回消費生活リーダー研修講座 

主 催 （一社）北海道消費者協会 

期 間 平成３０年２月２３日 

場 所 札幌市 

経 費 ３１，８２０円（１名参加） 

▼【平成３０年度実績】･･･補助金額 ３９９，２０２円 

 （１）消費生活相談等スキルアップ研修会 

主 催 （公社）全国消費生活相談員協会 

期 間 平成３０年７月７日～８日 

場 所 札幌市 

経 費 ３５，５６２円（１名参加） 

（２）消費生活相談員研修専門・事例講座～特定商取引法関連の消費者トラブル～ 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成３０年７月１１日～１３日 

場 所 神奈川県相模原市 

経 費 ７５，０００円（１名参加） 

 （３）消費生活相談員研修専門・事例講座～多重債務問題解決に向けた消費生活相談～ 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成３０年７月２３日～２４日 

場 所 神奈川県相模原市 

経 費 ７５，０００円（１名参加） 

 （４）消費生活相談員研修専門・事例講座～高齢者が遭いやすい消費者トラブル～ 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成２９年９月１３日～１４日 

場 所 神奈川県相模原市 

経 費 ７５，０００円（１名参加） 
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（５）消費生活相談員研修専門・事例講座～若者が遭いやすい消費者トラブル～ 

主 催 独立行政法人 国民生活センター 

期 間 平成３０年９月１３日～１４日 

場 所 神奈川県相模原市 

経 費 ７５，０００円（１名参加） 

 （６）第２回消費生活リーダー講座 

主 催 （一社）北海道消費者協会 

期 間 平成３０年１１月２２日 

場 所 札幌市 

経 費 ３１，８２０円（１名参加） 

（７）第３回消費生活リーダー講座 

主 催 （一社）北海道消費者協会 

期 間 平成３１年２月２２日 

場 所 札幌市 

経 費 ３１，８２０円（１名参加） 

▼【平成３１年度（令和元年度）実績】･･･補助金額 ３３１，８２０円 

（１）消費生活相談員研修専門・事例講座～キャッシュレス決済の仕組みと消費者トラブル～ 

主 催 独立行政法人国民生活センター 

期 間 令和元年９月２日（月）～３日（火） 

場 所 神奈川県相模原市 

負担金 ７５，０００円（１名参加） 

（２）消費生活相談員研修専門・事例講座 

～特定商取引関連の高齢者に多く見られる消費者トラブル～ 

主 催 独立行政法人国民生活センター 

期 間 令和元年１０月１６日（水）～１８日（金） 

場 所 神奈川県相模原市 

負担金 ７５，０００円（１名参加） 

（３）消費生活相談員研修専門・事例講座～インターネット取引の仕組みと消費者トラブル～ 

主 催 独立行政法人国民生活センター 

期 間 令和元年１０月３１日（木）から１１月１日（金） 

場 所 神奈川県相模原市 

負担金 ７５，０００円（１名参加） 

（４）消費生活相談員研修専門・事例講座～電気通信サービス関連の消費者トラブル～ 

主 催 独立行政法人国民生活センター 

期 間 令和元年１１月２５日（月）～２６日（火） 

場 所 神奈川県相模原市 

負担金 ７５，０００円（１名参加） 
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（５）第２回消費生活リーダー研修講座 

主 催 （一社）北海道消費者協会 

期 間 令和元年１１月２２日（金） 

場 所 札幌市 

負担金 ３１，８２０円（１名参加） 

▼【令和２年度実績】･･･補助金額 １１８，９４０円 

（１）令和 2年度消費生活相談員等スキルアップ研修 

～消費生活相談員資格試験合格に必要な知識に関する講義 第 2回～ 

主 催 北海道 

期 間 令和２年９月５日（土）～６日（日） 

場 所 札幌市中央区 北農健保会館 

負担金 ３５，０００円（１名参加） 

（２）消費生活相談員研修専門・事例講座 

～若者の消費者トラブル-成年年齢引き下げを踏まえた相談対応とは-～ 

主 催 独立行政法人国民生活センター 

期 間 令和２年１１月１２日（木）～１３日（金） 

場 所 神奈川県相模原市 

負担金 ７５，０００円（１名参加） 

 （３）消費生活相談員研修 専門講座地域コース 

～最近の法改正と消費生活相談～ 

主 催 独立行政法人国民生活センター 

期 間 令和２年１１月２７日（金）～２８日（土） 

場 所 札幌市中央区 札幌商工会議所 

負担金 ７，９８０円（１名参加キャンセル料） 

（４）消費生活協力員・消費生活協力団体養成講座（オンデマンド配信） 

～できる！協力員活動の基礎知識、ポイントはここ！事例で学ぶ協力員活動～  

主 催 特定非営利活動法人消費者支援ネット北海道 

期 間 令和３年２月２４日（水） 

負担金 ９６０円（１名参加） 
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▼【令和３年度実績】･･･補助金額 １６０，０００円 

（１）消費生活相談員研修 専門講座地域コース 

～キャッシュレス決済と消費者トラブル～ 

主 催 独立行政法人国民生活センター・愛知県 

期 間 令和３年１１月１６日（木）（１日間） 

場 所 愛知県名古屋市 

負担金 ７５，０００円（１名参加） 

（２）消費者教育に携わる講師養成講座 

お金について考える！若者への消費者教育講座-生涯の生活設計を踏まえ- 

主 催 独立行政法人国民生活センター 

期 間 令和３年１１月１８日（木）～１９日（金） 

場 所 神奈川県相模原市 

負担金 ７５，０００円（１名参加） 

 （３）２０２１年度 第２回 消費生活相談員・行政職員等研修講座 

主 催 一般財団法人 日本消費者協会 

期 間 令和３年１月２７日（木） 

場 所 東京都千代田区 ※オンラインによる参加 

負担金 １０，０００円（１名参加） 

▼【令和４年度実績】･･･補助金額 ３０３，０００円 

（１）令和 4年度消費生活相談員等スキルアップ研修 

主 催 北海道 

期 間 令和４年７月２４日（日） 

場 所 札幌市中央区 北海道建設会館 

負担金 ３５，０００円（１名参加） 

（２）令和4年度消費生活相談員研修専門・事例講座 

最新の情報セキュリティの仕組みと消費者トラブルについて 

主 催 独立行政法人国民生活センター 

期 間 令和４年９月２０日（火）～２１日（水） 

場 所 神奈川県相模原市 

負担金 ７５，０００円（１名参加） 

 （３）令和4年度消費生活相談員研修 専門講座地域コース（オンデマンド配信） 

     特定商取引法関連の若者に多く見られる消費者トラブル 

主 催 独立行政法人国民生活センター 

期 間 令和４年１１月１１日（金） 

負担金 ６，５００円 
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（４）債務相談スキルアップ研修会 

主 催 北海道財務局 

期 間 令和４年１１月３０日（水） 

場 所 北海道札幌市 

負担金 ３５，０００円（１名参加） 

（５）2022 年度第 2回消費生活相談員・行政職員等研修講座 

    最新のネットトラブルと相談対応、特定商取引法の実務的解説、電気通信事業法と消費 

生活相談、相談実務で求められる表示と広告の知識の 4テーマ 

主 催 一般財団法人日本消費者協会 

期 間 令和５年２月９日（木）～１０日（金） 

場 所 東京都千代田区 

負担金 ７５，０００円（１名参加） 

（６）令和 4年度地方消費者行政担い手育成事業（実務研修） 

主 催 北海道立消費生活センター 

期 間 令和５年１月３０日（月）～３１日（火） 

場 所 札幌市中央区 北海道庁別館西棟2階 

負担金 ３５，０００円（１名参加） 

（７）令和4年度消費生活相談員研修 専門講座地域コース（オンデマンド配信） 

ＳＮＳをはじめとしたインターネット上の広告の現状、改正消費者契約法のポイントと

これからの課題 などのテーマ 

主 催 独立行政法人国民生活センター 

期 間 令和５年３月６日（月） 

負担金 ６，５００円（１名参加） 

 （８）令和4年度通信講座「消費生活スタディ」スクーリング 

     「最新の消費生活相談から」、「最新の商品テストから」、「くらしと契約」 

主 催 北海道立消費生活センター 

期 間 令和５年３月９日（木） 

場 所 北海道立消費生活センター くらしの教室 

負担金 ３５，０００円 

 

２．消費者教育・啓発活性化事業 

▼【平成２１年度】･･･補助金額 ３００，０００円 

 （１）「訪問販売お断り」シールの作成・配布 

作成枚数 ８，０００枚 

配布方法 市主催の敬老会において参加者全員に配布。その他、町内会や

社会福祉協議会等の各団体に希望枚数配布（実績6,000枚） 

経  費 １７９，５５０円（作成費のみ・配布は無料） 
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 （２）啓発用パンフレット（解決できます悪質商法のいろいろなトラブル）の作成・全戸配布 

作成枚数 １８，７１０枚 

配布方法 市街地区は網走広報社（16,700部＝有料）に折込み。郊外地区

は市広報配布に合わせ各区長（2,010部＝無料）に配布依頼。 

経  費 １５７，８１５円（配布手数料のみ・作成は市独自のため無料） 

▼【平成２２年度】･･･補助金額 ３００，０００円 

 （１）啓発用パンフレット（貸金業法がおおきく変わります！）の作成・全戸配布 

作成枚数 １８，７１０枚 

配布方法 市街地区は、網走広報（16,700部＝有料）に折込み。郊外地区

は、市広報配布に合わせ各区長（2,010部＝無料）に配布依頼。 

経  費 ５２，６０５円（配布手数料のみ・作成は市独自のため無料） 

 （２）消費者相談室看板製作・設置【完了】 

作成枚数 ２枚 

設置場所 消費者相談室が入所する「網走市ふれあい活動センター前」 

経  費 １１５，５００円（製作・設置費） 

 （３）啓発用パンフレット（気をつけて！悪徳商法と契約トラブル）の作成・全戸配布 

作成枚数 １８，７１０枚 

配布方法 市街地区は、網走広報（16,700部＝有料）に折込み。郊外地区

は、市広報配布に合わせ各区長（2,010部＝無料）に配布依頼。 

経  費 １０５，２１０円（配布手数料のみ・作成は市独自のため無料） 

 （４）「クーリング・オフ用ハガキ」の作成・配布 

     作成枚数 ６００枚 

     配布方法 消費者協会において、街頭啓発等で配布 

     経  費 ３１，５００円（作成費のみ・発注済） 

▼【平成２３年度】･･･補助金額 ３００，０００円 

（１）啓発用パンフレット（契約について考えよう）の作成・全戸配布 

作成枚数 １８，８００枚 

配布方法 市街地区は、網走広報（16,700部＝有料）に折込み。郊外地区

は、市広報配布に合わせ各区長（2,010部＝無料）に配布依頼。 

経  費 １０５，２１０円（A3 サイズ） 

         （配布手数料のみ、作成は市独自で費用明示困難のため対象外とする） 

（２）啓発用パンフレット（悪質な押し買いに注意）の作成・全戸配布 

作成枚数 １８，８００枚 

配布方法 市街地区は、網走広報（16,700部＝有料）に折込み。郊外地区

は、市広報配布に合わせ各区長（2,010部＝無料）に配布依頼。 

経  費 ５２，６０５円（Ａ４サイズ） 

         （配布手数料のみ、作成は市独自で費用明示困難のため対象外とする） 
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（３）啓発用パンフレット（投資トラブルに注意）の作成・全戸配布 

作成枚数 １８，８００枚 

配布方法 市街地区は、網走広報（16,700部＝有料）に折込み。郊外地区

は、市広報配布に合わせ各区長（2,010部＝無料）に配布依頼。 

経  費 ５２，６０５円（Ａ４サイズ） 

         （配布手数料のみ、作成は市独自で費用明示困難のため対象外とする） 

（４）『契約解除通知ハガキ』の作成・配布 

作成枚数 ６００枚 

配布方法 相談来所者等に配布 

経  費 ３１，５００円（作成費） 

（５）『契約解除通知ハガキ』の作成・配布 

作成枚数 ８００枚 

配布方法 相談来所者等に配布 

経  費 ３３，６００円 

（６）『訪問販売お断りステッカー』の作成・配布 

作成枚数 ２，０００枚 

経  費 ６４，０５０円 

 

▼【平成２４年度】･･･補助金額 ０円（申請なし） 

 

▼【平成２５年度】･･･補助金額 ３１６，７０１円 

（１）「訪問販売」ステッカーの作成・配布 

作成枚数 ５，０００枚 

経  費 ９４，５００円 

（２）契約解除通知書の作成・配布 

作成枚数 ４，０００枚 

経  費 ７３，５００円 

（３）啓発用パンフレット（悪質点検工事の手口）の作成・全戸配布 

作成枚数 １７，０００枚 

配布方法 市街地区は、網走広報（16,700部＝有料）に折込み。郊外地区

は、市広報配布に合わせ各区長（2,010部＝無料）に配布依頼。 

経  費 １４８，７０１円（うち配布手数料４９，０９８円） 

 

▼【平成２６年度】･･･補助金額 ０円（申請なし） 
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▼【平成２７年度】･･･補助金額 １，１９４，６８０円 

（１）電話用ステッカーの配布 

作成枚数 ３８０枚 

配布方法 民生委員を通じて高齢者宅へ配布 

経  費 ４１，０４０円 

（２）消費生活講演会の開催 

開 催 日 ①平成２７年７月１４日（火） ②平成２７年８月５日（水） 

参加人数 ①１３６名 ②２４５名 

講  師 ①菊地 幸夫氏 ②桂 福車氏 

経  費 １，１５３，６４０円 

 

▼【平成２８年度】･･･補助金額 １，５４３，６５９円 

（１）高齢者に対する出前講座の開催 

実施期間 平成２８年７月１日から平成２９年２月２８日（全８回） 

参加人数 延べ２５０名 

講  師 里見 哲也氏（ファイナンシャルプランナー） 

経  費 ２７９，２８２円 

（２）地産地消・食育に関するくらしの講座・出前講座の開催 

実施期間 平成２８年７月１日から平成２９年２月２８日（全２８回） 

参加人数 延べ２１３名 

講  師 片山 亜紀氏（レシピブロガー）ほか 

経  費 ４９５，４８１円 

 

（３）くらしの生活安全セミナーの開催 

開 催 日 平成２９年２月２７日（月） 

参加人数 ６３名 

講  師 西田 公昭氏（立正大学心理学部教授） 

経  費 ３１８，５９０円 

（４）啓発資材の作成（クリアファイル・マグネット） 

作 成 数 クリアファイル4,000枚、マグネット1,000個 

配布方法 民生委員を通じて高齢者宅へ配布 

経  費 ４５０，３０６円 

▼【平成２９年度】･･･補助金額 ８４９，３６９円 

（１）高齢者に対する出前講座の開催 

実施期間 平成２９年１１月１日から平成３０年３月３０日（全１０回） 

参加人数 延べ３０８名 

講  師 里見 哲也氏（ファイナンシャルプランナー） 

経  費 １００，０００円 
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（２）地産地消・食育に関するくらしの講座・出前講座の開催 

実施期間 平成２９年６月５日から平成３０年３月３０日（全１２回） 

参加人数 延べ６９名 

経  費 １２０，０００円 

（３）特殊詐欺だまされま川柳コンクールの開催 

実施期間 平成２９年７月３日～９月２９日 

応募作品 ４０作品（入選６作品） 

経  費 ３０，５２９円 

（４）啓発資材の作成 

作 成 物 ようかん 600個、ボールペン 500個 

フードマグクリップ 720個、チョコレート 830個 

配布方法 出前講座や民生委員等を通じて配布 

経  費 ５２０，５７０円 

（５）啓発チラシ（架空請求ハガキ）の作成・全戸配布 

作成枚数  １８，０００枚 

配布方法  経済の伝書鳩（15,290 世帯＝有料）に折込を依頼。郊外地区は、

市広報とともに、各区長（2,000 部＝無料）に配布依頼。 

経  費  ７８，２７０円 

 

▼【平成３０年度】･･･補助金額 １，４６６，４１１円 

（１）高齢者に対する出前講座の開催 

実施期間 平成３０年１０月１日から平成３１年３月２９日（全１３回） 

主テーマ 特殊詐欺に気を付けましょう 

対 象 者 高齢者ふれあいの家利用者等 

開催実績  ふれあいの家10ヵ所 延277人（西、北、潮見すまいる、潮見水

曜会、鉄南、呼人、台町オピッタ、東、駒場くるみ、つくし） 

市老連75名、シルバー人材センター34名、鉄南地区連40名 

参加人数 延べ４２６名 

講  師 里見 哲也氏（ファイナンシャルプランナー）他 

経  費 １３０，０００円 

（２）地産地消・食育に関するくらしの講座・出前講座の開催 

通 称 名 みんぐる・くらしの出前講座 

手  法 各コミュニティセンター等との委託契約により実施 

実施期間 平成３０年８月１３日から平成３１年３月２９日（全１３回） 

       駒場住民センター    ７回 ５１名 

       向陽ヶ丘住民センター  ３回 ２０名 

       西コミュニティセンター ３回 ２４名 

参加人数 延べ９５名 

経  費 １３０，０００円 
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（３）特殊詐欺だまされま川柳コンクールの開催 
実施期間 平成３０年７月２日～９月２８日 
応募作品 ３３作品（入選５作品） 
経  費 ９５，２００円 

 

（４）啓発資材の作成等 

作 成 物 ようかん 300個、ＬＥＤライト 500個、ラジオ 500個 

キッチンスポンジ 1,800個、のど飴 2,000個 

訪問販売お断りステッカー 2,500枚、年賀はがきデザイン料 

配布方法 出前講座や民生委員等を通じて配布 

経  費 ８００，１７１円 

（５）くらしの生活安全セミナーの開催 

開 催 日 平成３１年２月１９日（火）１０：００～１２：００ 

場  所 エコーセンター２０００ ２階大会議室 

テ ー マ 人は、なぜだまされるのか～断り方のコツを学ぼう 

参加人数 ５５名 

講  師 西田 公昭氏（立正大学心理学部教授） 

経  費 ３１１，０４０円 

  

・ オレだけは！ と言ってるジジほど 

だまされる 

・ 金送れ 孫の声には ボケたふり 

・ 親と子の 絆深めて サギ防止 

・ チョット待て うまい話は 御用心 

・ おかしいな 即答せずに 相談を 
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▼【平成３１年度（令和元年度）】･･･補助金額 １，９４５，６９４円 

（１）高齢者に対する出前講座の開催 

実施期間 令和元年１１月１日から令和２年２月２８日（全１０回） 

主テーマ 悪質商法にだまされるな！～気をつけよう。消費者被害のあれ

これ～ 

対 象 者 高齢者ふれあいの家利用者等 

開催実績  ふれあいの家5ヵ所 延105人（北、潮見すまいる、鉄南、呼人、

つくし） 

市老連79名、シルバー人材センター31名、あかしや老人クラブ 

24名 

参加人数 延べ２３９名 

講  師 里見 哲也氏（ファイナンシャルプランナー）他 

経  費 ８０，０００円 

（２）地産地消・食育に関するくらしの講座・出前講座の開催 

通 称 名 みんぐる・くらしの出前講座 

手  法 各コミュニティセンター等との委託契約により実施 

実施期間 令和元年９月２日から令和２年３月３１日（全１０回） 

       駒場住民センター    ６回 ３９名 

       向陽ヶ丘住民センター  ２回 １２名 

       西コミュニティセンター ２回 １３名 

参加人数 延べ６４名 

経  費 １００，０００円 

（３）特殊詐欺だまされま川柳コンクールの開催 
実施期間 令和元年１０月７日～１１月１５日 
応募作品 ２４作品（入選５作品） 
経  費 ２５，０００円 

 

（４）啓発資材の作成等 

作 成 物 ようかん 300個、特殊詐欺啓発シール500枚、防災4点セット320

個、リードヘルシークッキングペーパー1,000個、特殊詐欺啓発

用川柳シール1,000枚、クーリングオフチラシ3,000枚、温泉の

素800個、年賀はがきデザイン料 

配布方法 出前講座や民生委員等を通じて配布 

経  費 ５６３，３１４円 

（５）くらしの生活安全セミナーの開催 

開 催 日 令和元年９月１５日（日）１０：００～１２：００ 

場  所 西コミュニティセンター 

テ ー マ 「知っているだけでは防げない振り込め詐欺の手口」～詐欺防

犯対策競技カルタ「百サギ一蹴」でだましの手口を実体験～ 

参加人数 ４７名 

講  師 西田 公昭氏（立正大学心理学部教授） 

経  費 ４５１，３８０円 

・ もう一度 疑ってみよう その電話 

・ 我が家には オレという名の 孫おら

ん 

・ その番号 かけては駄目よ 思う壺 

・ 老後資金 取られてたまるか オレオ

レに 

・ 還付金 得した気分が つけこまれ 
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（６）特殊詐欺等啓発ラジオ放送 

     実施期間 令和元年１１月２５日～令和２年１月２０日 

     実施内容 番組提供（月～金、午前・午後5分） 

コマーシャル制作（4週×5,000円） 

     経  費 ３９６，０００円 

（７）高齢者特殊詐欺アンケート調査委託 

     実施期間 令和元年１２月２日～令和２年２月２１日 

     実施目的 高齢者の特殊詐欺に対する知識や対策状況を調査し、市民を対

象とした特殊詐欺を防止するための施策検討を図るため。 

     経  費 ３３０，０００円 
 
▼【令和２年度】･･･補助金額 １，６００，３１０円 

（１）高齢者に対する出前講座の開催 

実施期間 令和２年１０月２日から令和３年２月２８日（全７回） 

主テーマ 手口を知ればこわくない！～消費者被害を防ぐポイント～ 

対 象 者 高齢者ふれあいの家利用者等 

開催実績 北地区高齢者ふれあいの家、ふれあいの家すまいる、なでしこふれあ

い会、西地区ふれあいサロン（西地区高齢者を支えるボランティアの

会）、ふれあい水曜会、つくし地区ふれあいの家、ふれあいくるみ 

参加人数 延べ１４７名 

講  師 里見 哲也氏（ファイナンシャルプランナー）他 

経  費 ７０，０００円 

（２）地産地消・食育に関するくらしの講座・出前講座の開催 

通 称 名 みんぐる・くらしの出前講座 

手  法 各コミュニティセンター等との委託契約により実施 

実施期間 令和２年１１月９日から令和３年２月２８日（全１２回） 

       駒場住民センター    １１回 ６６名 

       向陽ヶ丘住民センター   １回  ６名 

参加人数 延べ７２名 

経  費 １２０，０００円 

（３）啓発資材の作成等 
作 成 物 啓発用ウェットティッシュ3,000個、新型コロナウイルス関連した特

殊詐欺被害防止啓発チラシ3,000枚、啓発用超吸水クロス1,000箱、啓

発用ジッパーバッグ1,000枚、啓発用エコバッグ420個、成年年齢引
き下げ変更啓発チラシ3,000枚、副業関係消費者被害防止啓発チラ

シ1,000枚 
配布方法 出前講座や民生委員等を通じて配布 
経  費 ８３８，３１０円 

（４）特殊詐欺等啓発ラジオ放送 
    実施期間 令和２年７月１日～令和２年１０月９日 
    実施内容 番組提供（月～金、5回/日、1分30秒/回） 

コマーシャル制作（13週×44,000円） 
    経  費 ５７２，０００円 
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▼【令和３年度】･･･補助金額 １，３４０，９２１円 
（１）高齢者に対する出前講座の開催 

実施期間 令和３年１１月２６日から令和３年１２月１４日（全５回） 
主テーマ 私は騙されない？これが悪質商法の手口です！ 

～要注意！身近に潜む詐欺・悪質商法！～ 
対 象 者 高齢者ふれあいの家利用者等 
開催実績 北地区高齢者ふれあいの家、ふれあいの家すまいる、西地区ふ 

れあいサロン（西地区高齢者を支えるボランティアの会）、ふ 
れあい水曜会、つくし地区ふれあいの家 

参加人数 延べ１０３名 
講  師 里見 哲也氏（ファイナンシャルプランナー）他 
経  費 ５０，０００円 

（２）地産地消・食育に関するくらしの講座・出前講座の開催 
通 称 名 みんぐる・くらしの出前講座 
手  法 各コミュニティセンター等との委託契約により実施 
実施期間 令和３年１２月９日から令和４年２月２７日（全１２回） 

          駒場住民センター     ９回 ５４名 
          向陽ヶ丘住民センター   ３回 １８名 

参加人数 延べ７２名 
経  費 １２０，０００円 

（３）啓発資材の作成等 

作 成 物 中学生向け消費生活者教育教材集リーフレット100冊、啓発用
ベジフレッシュ721枚、啓発用えいようかん（5本/箱×220箱）
1,100本、啓発用ハイテクふきんプラス1,200枚、消費者被害防止
啓発チラシ印刷用紙（A4:2,000枚、A3:1,500枚）3,500枚、成年
年齢引き下げ関連チラシ2,000枚、特殊詐欺等防止啓発チラシ
2,000枚 

配布方法 出前講座や民生委員等を通じて配布 
経  費 ５５４，９２１円 

（４）特殊詐欺等啓発ラジオ放送 
    実施期間 令和３年１０月１８日～令和４年１月２８日 
    実施内容 番組提供（月～金、5回/日、1分30秒/回） 

コマーシャル制作（14週×44,000円） 
    経  費 ６１６，０００円 

▼【令和４年度】･･･補助金額 １，０３３，２４８円 
（１）高齢者に対する出前講座の開催 

実施期間 令和４年１１月４日から令和５年２月２０日（全９回） 
主テーマ 多様化する消費者被害 ～騙されないためのポイントを学ぼ

う！～ 
対 象 者 高齢者ふれあいの家利用者等 
開催実績 呼人高齢者を支援するボランティアの会、ふれあい水曜会、桂

ふれあいの家、ふれあいの家すまいる、たんぽぽの会、北地区高齢者
を支えるボランティアの会、あかしや老人クラブ、西地区地域活動推
進協議会、東地区高齢者を支えるボランティアの会 

参加人数 延べ１６３名 
講  師 網走市消費者相談室 相談員３名が交代で担当 
経  費 ９０，０００円 
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（２）地産地消・食育に関するくらしの講座・出前講座の開催 
通 称 名 みんぐる・くらしの出前講座 
手  法 各コミュニティセンター等との委託契約により実施 
実施期間 令和４年１０月６日から令和５年２月２７日（全１２回） 

         駒場住民センター    １１回 ６６名 
         向陽ヶ丘住民センター   １回  ６名 

参加人数 延べ７２名 
経  費 １２０，０００円 

（３）啓発資材の作成等 

作 成 物 厚手アドバッグＡ4持ち手付き200個、詐欺・悪質商法まず警戒す
ぐ相談メモ帳1,000個、特殊詐欺等被害防止啓発チラシ2,000枚、
成年年齢引き下げ啓発コースター1,000個、カードルーペ930個、
防災用ウェットティッシュ1,000個 

配布方法 出前講座や民生委員等を通じて配布 
経  費 ４８２，９８８円 

（４）消費生活啓発ラジオ番組制作 
実施期間 令和４年１１月～令和５年２月 
実施内容 「成年年齢引き下げ」や「特殊詐欺」、「悪質商法」に関すること

など６テーマ（１０分間）を制作 
第１水曜・木曜 １２時３５分～１２時４５分 

         第３水曜・木曜 １８時３５分～１８時４５分 
経  費 １３２，０００円 

（５）ＳＤＧｓセミナーの開催 

開 催 日 令和４年９月１１日（日）１０：００～１２：００ 

場  所 オホーツク・文化交流センター 大会議室（２階） 

テ ー マ 世界につながる私とＳＤＧｓ ～日常からできることは？ 

参加人数 １５名 

講  師 ワークショップデザインdescribe with 代表 高橋 優介 氏 

経  費 ２０８，２６０円 
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６．価格動向調査（北海道調査） 

 

 

  

（単位：円）

品目 北海道 北網 全道との価格差

はくさい （100g） 25.2 24.4 (0.8)

きゃべつ （100g） 24.8 28.4 3.6

だいこん （100g） 22.5 23.5 1.0

たまねぎ （100g） 37.7 36.4 (1.3)

きゅうり （100g） 69.0 72.5 3.4

ほうれん草 （100g） 121.0 122.4 1.4

ばれいしょ （100g） 38.5 37.3 (1.2)

トマト （100g） 78.1 85.9 7.8

まがれい （100g） 114.7 114.4 (0.3)

さんま （100g） 152.5 153.0 0.6

ほっけ （100g） 145.5 166.3 20.8

まぐろ （100g） 419.7 485.1 65.4

いか （100g） 192.7 199.2 6.5

さけ （100g） 234.1 255.5 21.4

紅さけ （100g） 265.6 276.2 10.6

たらこ （100g） 357.5 405.0 47.6

牛肉 （100g） 380.6 467.1 86.5

豚肉 （100g） 234.4 242.9 8.5

鶏肉 （100g） 133.1 137.8 4.8

ハム （100g） 226.5 215.3 -11.3 

ソーセージ （100g） 89.7 98.0 8.3

鶏卵 （Ｍ玉10ケ） 216.3 221.6 5.3

牛乳 （1,000ml） 110.8 114.5 3.8

みそ （750g） 293.5 279.6 -13.9 

しょうゆ （1㍑） 167.6 181.6 14.0

上白糖 （1kg） 237.3 238.4 1.2

サラダ油 （1,000g） 460.7 450.8 -9.9 

マヨネーズ （350g） 145.8 147.3 1.6

マーガリン （180g） 202.1 202.6 0.5

缶詰（まぐろ） （70g） 79.4 86.3 6.9

食パン （6枚スライス） 186.2 183.4 -2.8 

即席ラーメン （100g5袋） 210.2 210.2 0.0

干うどん （250g） 61.8 65.8 4.0

豆腐 （300～400g） 109.3 115.7 6.3

かまぼこ （100g） 184.0 187.1 3.1

納豆 （40～50g×3） 53.7 56.9 3.3

こんにゃく （250g） 93.7 110.3 16.7

ティッシュペーパー （5箱組） 165.7 182.3 16.6

トイレットペーパー （12ロール） 409.3 400.5 -8.8 

ラップ （30㎝×20ｍ） 94.8 94.5 -0.3 

歯みがき （140g） 122.3 125.0 2.7

シャンプー （380ml） 209.7 208.0 -1.7 

洗濯用合成洗剤 （800g） 308.9 324.8 15.9

台所用合成洗剤 （220ml） 82.2 83.2 1.0

ななつぼし （10kg） 3,667.3 3,807.1 139.8

コシヒカリ （10kg） 4,163.6 4,382.3 218.7

令和４年度　品目別年度平均価格
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７．灯油・ガソリン価格調査 

（１）ガソリン価格調査結果（平成２７～令和４年度） 

（単位：円） 

品 名 H27 H28 H29 H30 Ｈ31 R2 R3 R4 

網走市 134.1 125.2 138.3 152.2 151.1 134.0 161.9 170.1 

北海道 130.3 123.0 136.2 148.0 145.0 130.0 157.8 165.0 

（出展 網走市価格調査、北海道消費生活モニター調べ「ガソリン価格の推移」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）灯油価格調査結果（平成２７～令和４年度） 

（単位：円） 

品 名 H27 H28 H29 H30 Ｈ31 R2 R3 R4 

網走市 75.1 68.0 82.8 96.5 95.6 80.5 105.1 122.3 

北海道 72.8 66.2 80.7 94.0 94.0 77.8 102.5 118.2 

（出展 網走市価格調査、北海道消費生活モニター調べ「家庭用灯油価格の推移」） 
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８．特殊詐欺発生状況（網走市） 

○平成２６年度：１件 

・ ６０代女性が証券会社などの社員を名乗る男らに３回にわたり計1,900万円の現金

を段ボールに詰めて東京都内の個人宅に宅急便で送り、だまし取られた。離れて暮

らす娘に相談して騙されたことに気づいたようです。 

○平成２７年度：２件  

・ ８０代女性が市役所職員を名乗る男からの還付金を受取れるとの電話でＡＴＭを操

作し、５０万円を送金しだまし取られた。 

・ 他府県の逮捕捜査で、７０代女性が名義貸し詐欺にあっていたことが発覚。１千万

円が送金されていた。 

○平成２８年度：０件  

○平成２９年度：１件  

・ ７０代の女性が息子を装う男らに現金５００万円を手渡した。親類に電話で相談し

たところ詐欺の可能性を指摘され発覚した。 

 ○平成３０年度：０件 

 ○平成３１年度：０件 

 ○令和 ２年度：０件 

 ○令和 ３年度：１件 

・ 市役所職員を名乗る女性より、「介護保険の還付金があるため、ATM に行ってくださ

い」との電話があり、指示通りに ATM の操作をした結果、２日間にわたり約２００

万円の還付金詐欺被害に遭った。 

 ○令和 ４年度：５件 

・  令和４年５月１９日から２０日にかけて、市内において、高額現金をだまし取ら 

   れる還付金詐欺の被害が発生。 

・  令和５年１月１２日から、１９日までの間、相談者のスマートフォンに、ある会 

社名をかたり、寄付金・助成金に当選したら６千万円が当たる旨のメールが届き、 

事務手数料等との名目で、犯人から８９万円分の電子マネーを購入するように勧 

められ、電子マネーを購入後、電子マネーに記載されている番号を犯人に伝えて 

しまい被害に遭った。 

  ・  令和５年１月３０日に、相談者がある会社のホームページを見ようとしたところ、 

ウイルスに感染した内容の画面が表示され、その画面に記載されていた電話番号 

に電話したところ、修理費用等の名目で、６万円分の請求を受け、犯人から電子 

マネーを購入するよう言われ、犯人に言われるがまま電子マネー６万円分を購入 

し、電子マネーに記載されている番号を犯人に伝えてしまい被害に遭った。 

  ・  令和５年２月８日、網走市内に居住している方が、使用していたパソコンが動作 

不能になり、表示された会社の電話番号に連絡したところ、ウイルス除去及びウ 

イルスブロック名目として、電子マネーを購入するよう言われ、７万５千円分の 

電子マネーを購入し、カードに記載されている番号を犯人に伝えてしまい詐欺に 

遭った。 

  ・  令和５年３月２０日、網走市内に居住する高齢男性がインターネットを利用中、 

ウイルス感染の画面が表示された。男性が表示された連絡先に電話すると、犯人 

からウイルス除去名目として電子マネーの購入を指示され、付近コンビニエンス 

ストア複数店舗で合計８回、総額３０万円超の電子マネーを購入した後、電子マ 

ネーの番号を犯人に伝え、詐欺の被害に遭ってしまった。 
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【特殊詐欺について】 

  特殊詐欺とは、犯人が電話やハガキ（封書）等で親族や公共機関の職員等を名乗

って被害者を信じ込ませ、現金やキャッシュカードをだまし取ったり、医療費の還

付金が受け取れるなどと言ってATMを操作させ、犯人の口座に送金させる犯罪（現

金等を脅し取る恐喝や隙を見てキャッシュカード等をすり替えて盗み取る詐欺盗

（窃盗）を含む。）のことです。令和２年１月１日から、特殊詐欺の手口について

以下の10種類に分類されました。 
オレオレ詐欺 親族等を名乗り、「鞄を置き忘れた。小切手が入っていた。お金が必要だ」な

どと言って、現金をだまし取る（脅し取る）手口です。 

預貯金詐欺 警察官、銀行協会職員等を名乗り、「あなたの口座が犯罪に利用されています。

キャッシュカードの交換手続きが必要です」と言ったり、役所の職員等を名乗

り、「医療費などの過払い金があります。こちらで手続きをするのでカードを

取りに行きます」などと言って、暗証番号を聞き出しキャッシュカード等をだ

まし取る（脅し取る）手口です。 

架空料金請求詐欺 有料サイトや消費料金等について、「未払いの料金があります。今日中に払わ

なければ裁判になります」などとメールやハガキ（封書）で知らせ、金銭等を

だまし取る（脅し取る）手口です。 

還付金詐欺 医療費、税金、保険料等について、「還付金があるので手続きしてください」

などと言って、被害者にATMを操作させ、被害者の口座から犯人の口座に送金

させる手口です。 

融資保証金詐欺 実際には融資しないのに、簡単に融資が受けられると信じ込ませ、融資を申し

込んできた人に対し、「保証金が必要です」などと言って金銭等をだまし取る

（脅し取る）手口です。 

金融商品詐欺 価値が全くない未公開株や高価な物品等について嘘の情報を教えて、購入すれ

ばもうかると信じ込ませ、その購入代金として金銭等をだまし取る（脅し取る）

手口です。 

ギャンブル詐欺 「パチンコ打ち子募集」等と雑誌に掲載したり、メールを送りつけ、会員登録

等を申し込んできた人に、登録料や情報料として支払わせて金銭等をだまし取

る（脅し取る）手口です。 

交際あっせん詐欺 「女性紹介」等と雑誌に掲載したり、メールを送りつけ、女性の紹介を申し込

んできた人に、会員登録料金や保証金として金銭等をだまし取る（脅し取る）

手口です。 

その他の特殊詐欺 上記の類型に該当しない特殊詐欺のことをいいます。 

キャッシュカード詐

欺盗（窃盗） 

警察官や銀行協会、大手百貨店等の職員を名乗り、「キャッシュカードが不正

に利用されているので使えないようにする」などと言って、隙を見てキャッシ

ュカード等をすり替えて盗み取る手口です。 
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９．網走市の消費者行政（概略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所管 

市民環境部 

市民活動推進課市民活動推進係 

課長 

係長 

係員 

網走市消費者相談室 

（網走消費者協会委託） 

相談受付 月～金 

10 時～16 時 

相談員 4 名 

（年末年始等を除く） 

網走消費者協会 

網走市消費者被害防止 

ネットワーク会議（3 団体） 

網走警察署 
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１０．消費者ホットライン「１８８」 
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１１．啓発資材資料 

（１）成年年齢変更啓発チラシ 
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（２）特殊詐欺防止啓発チラシ 
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１２．網走市における特殊詐欺アンケート調査結果（令和２年３月実施） 
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